
 

 
 

 
 

  

腰痛予防 

ケアの質の向上 

持ち上げない看護 

抱え上げない介護 

 

   

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加申込書は裏面です。ＬＩＮＥまたはメールでも受付けています。ＷＥＢ検索は「徳島県医労連」 
 

主 催：持ち上げな
L i f t  n o t

い ケア
c a r e

徳島実行委員会（旧団体名／ノーリフト®徳島実行委員会） 
連絡先：徳島県医療労働組合連合会（徳島県医労連）℡088-679-9272 fax088-655-9424  

メール tokuirouren@hotmail.co.jp 

担 当：井上純 070-5515-6682  ホームページ https://tokuirouren.wixsite.com/nolifting/blog 

〇会場：徳島健生病院リハビリ室 

〇講師：高原啓壽さん（実行委員長） 

    新居 謙さん（介護福祉士） 

〇受講料２０００円（お弁当付） 

※会員受講料１０００円です。 

ＷＥＢ検索は 

「徳島県医労連」 

連続セミナーは途中参加 OK 

職種も問いません。 

どなたでも参加 OK です。 

【ノーリフティングとは？】 
 

ノーリフティングは、看護介護現場

で「腰痛は仕方がない」という悪しき

風習を変えるために考案されたマネ

ージメントプログラムです。単に福祉

機器導入が目的ではありません。 
 

 

腰痛ゼロ職場を実現することで離

職率は減少します。同時に「ケアの質」

は格段に向上し、患者・利用者の自立

度ＵＰで在宅復帰率が向上しており、

いま大注目のプログラムです。 

mailto:tokuirouren@hotmail.co.jp
https://tokuirouren.wixsite.com/nolifting/blog
mailto:%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%ABtokuirouren@hotmail.co.jp


２０１９年３月２４日（日）第７回セミナー参加申込書 
 

下記に必要事項を記入して FAX655-9424（電話・メール可）でお申し込みください。 

お名前（フリガナ） 職種 所属職場 連絡先電話 
保育料 1000円 

9:30～13:00 
備考 

    保育 有・無 
（子年齢  才） 

 

    保育 有・無 
（子年齢  才） 

 

 

看護介護は､働き甲斐を実感できる魅力一杯の仕事 
講師:下元佳子先生「ノーリフティング徳島･第５回セミナー」開催報告 

 

持ち上げないケア徳島実行委員会主催となる第 5 回ノーリフティングセミナーを 12 月 2 日に開催し 44 人

が受講しました。下元佳子先生（一般社団法人ﾅﾁｭﾗﾙﾊｰﾄﾌﾙｹｱﾈｯﾄﾜｰｸ代表）の講演と参加者感想を紹介します。 
 

時間優先で力任せのケアが「二次障害（腰痛と拘縮）」の発生源となっている介護看護職場の実

態を認識すること。やるべきことと、絶対にしてはいけないことを明確にすることが重要です。 

「中腰（不良姿勢）の継続を廃止する」「どうしても不良姿勢となる場合は５秒以内を徹底」 
なぜ？…中腰姿勢が腰痛の原因なのは誰でも知っているはず。←看護介護現場は中腰姿勢だらけなの？ 

 答え A…適切な基本姿勢と、不良姿勢を知らないからです。←知ることで変えられます！ 
 

●ケア提供を受ける側の利益 

皮膚損傷・褥瘡発生減少 

移乗時の不快軽減、事故減少 

筋緊張の緩和、排せつの改善、摂食量の増加 

コミュニケ―ション力の向上 
 

●スタッフの利益  

痛みや身体負担が軽減する  

(一日の疲れの違い・腰痛軽減） 

ケアの統一・ゆとりある業務 
 

●経営者側の利点 

人材不足の解消、離職者の減少、就職希望者の増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

主 催：持ち上げな
L i f t  n o t

いケア
c a r e

徳島実行委員会（旧団体名／ノーリフト®徳島実行委員会） 
連絡先：徳島県医療労働組合連合会（徳島県医労連）℡088-679-9272 fax088-655-9424  

担 当：井上純 070-5515-6682  ホームページ https://tokuirouren.wixsite.com/nolifting/blog 

【参加感想】脳梗塞のマヒは難しいけど「作られた廃用は必ず変えられます」と丁寧にお話を

される下元先生は本当に素敵です。入院中のリハ訓練で機能回復していたはずの患者さんが、

転院や在宅復帰がきっかけで拘縮が出てしまいます。 

廃用を作り出す強引な介助を見直して、スライディングシートやリフトなどの福祉用具を使

いこなせば、毎日の介助が「筋緊張を解消する」リハビリになり、「寝かせきり」にしないこと

が、「排せつと摂食量の増加」につながっていく。これは２４時間寄り添う看護師と介護職、家

族が行う日常の介助が一番大切ということですね。そして、介助者の腰の負担を軽減して、仕

事を楽にするのがノーリフティング♡ もっとノーリフトを学びたいです。 

写真：ノーリフティング徳島・第

5 回セミナー（昨年 12／２ろう

きんホール）では実技指導もして

くださった下元佳子先生（一般社

団法人ナチュラルハートフルケ

アネットワーク代表） 

https://tokuirouren.wixsite.com/nolifting/blog

